








　山形県や流域市町村をはじめとした関
係団体の理解と協力、また多くの方々か
らの多大なる寄付を得て、本イベントを
開催できました。そうした方々に対し、
あらためて感謝申し上げます。
　50 数キロの距離で『縦断』という表
現を使うことに無理があるのは、十分心
得ています。今大会をきっかけにして、
県内のいろいろなカヌー愛好団体とネッ
トワークを築き、いつか必ず河口の酒田
までたどり着きたいと思います。

酒田市からシー（海）カヤックの仲
間５人で参加しました。日頃は海で
漕いでいる分、自然の流れがある川
に最初は戸惑いましたが、流域ごと
に変わる景色や荒々しい瀬など、川
の魅力を満喫することができ
ました。本当に楽しい２
日間でした。

　感想を一言で言え
ば、「 川 と 人 に 感 謝 」
ですね。カヌーを通じ
て自然を満喫できたことは
もちろん、昼食や宿泊場所の提
供など、至れり尽くせりのイベン
ト。主催者や一緒に下った皆さん
に心から感謝いたします。今後は
ぜひ一緒に酒田を目指したいです。

佐藤雅之さん
（酒田市）

【左】青木誠人さん
（天童市）

【右】菊地大二郎さん
（山形市）

　最上川はこれまでにも
何 回 も 下 っ て い ま す が、

一日あたりの距離としては
今回が最長です。渇水期とは

言うものの、今日のコースは特に
瀬が多く、とてもスリリングでした。
冷や汗も出ましたね（笑）。来年も
ぜひ参加したいと思います。

中村圭多郎さん
（上山市）

最初はとても景色が良く感動の連続
でしたが、昨日のゴール地点である
上郷ダムの「トロ場（流れのない場
所）」は本当にきつかったですね。
　今は無事 50 数㎞を完漕でき、達

成感でいっぱいです。本当にあ
りがとうございました。

金井初枝さん
（埼玉県）
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愛
好
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
到
達
し
た
い

いつか必ず酒田に！
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ナ
の
森

長
岡
昇
代
表

終了後、参加者に完漕証と記念
のＴシャツを手渡す長岡代表

【1】玉ノ井カヌーランドの「タンの瀬」を楽しむ　【2】渇水期
のため、ところどころで岩肌が露出。的確なコース取りで艇を
進める　【3】レスキュー役として伴走した、当町のチェ・ジョン
パルさん（沼向／大江カヌー愛好会所属）　【4】的確なパドリン
グで八天橋付近の瀬を乗り切る　【5】大江大橋（大江町富沢～
三郷）にて。朝日町域の難所が終わり、緩やかな流れを楽しむ

【6】荒砥鉄橋、旧明鏡橋とともに「選奨土木遺産」に指定されて
いる最上橋（大江町）　【7】ゴール目前の長崎大橋（写真奥）付近。
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「
寿
大
学
（
清
野
力
二
学
長
）」
の
40

周
年
を
記
念
し
た
行
事
が
７
月
17
日
、

創
遊
館
で
行
わ
れ
、
学
生
１
５
２
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
に
「
寿
学
級
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
同
大
学
。
現
在
は
中
部
地

区
の
長
寿
ク
ラ
ブ
会
員
を

対
象
に
し
て
、
生
き
が
い

づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
年

４
回
の
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
講
演
の
講
師
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山

形
放
送
局
の
柴
田
徹
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
で
、
演
題
は
「
こ
ば
く
さ
い
ご
ど

を
ね
っ
づ
ぐ
。
～
な
ま
ら
ナ
イ
ト
の
舞

台
裏
～
」。
自
身
が
司
会
を
務
め
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
方
言
番
組
「
今
夜
は
な
ま
ら
ナ

イ
ト
」
の
裏
話
や
、
方
言
の
魅
力
に
つ

い
て
の
内
容
で
、
学
生
た
ち
は
す
っ
か

り
そ
の
話
術
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
河

北
町
在
住
の
堀
米
節
子
氏

の
歌
謡
シ
ョ
ー
と
朝
日
柳

香
会
代
表
若
柳
由
美
代
氏

ら
６
人
の
日
本
舞
踊
を
鑑

賞
。
素
晴
ら
し
い
歌
声
と

艶
や
か
な
舞
に
魅
せ
ら
れ

ま
し
た
。

寿
大
学
が
40
周
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形 

柴
田
徹
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
講
演
な
ど
を
楽
し
む

町政スポット

　

明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
を
目
的
に
し

た
「
町
青
少
年
健
全
育
成
町

民
大
会
」
が
、
８
月
１
日
創

遊
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、「
子
ど
も
は
地
域
の

未
来
～
共
育
て
～
」
の
演
題
で
、
県
家

庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
村
山
地
区
代

表
を
務
め
る
金
澤
和
子
氏
が
講
演
。
長

ら
く
中
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
経
験
を

元
に
、
褒
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調

し
、「
た
と
え
お
世
辞
だ
と
わ
か
っ
て

い
て
も
、
褒
め
ら
れ
る
と
大
人
で
も
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
子
育
て
に

も
応
用
し
、
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
参

加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

学
校
、
教
育
関
係
者
の
ほ
か
、
各
地

区
の
区
長
な
ど
約
１
４
０
人
が
参
加
。

最
後
に
、大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
大

人
の
意
識
改
革　

～
聴
こ
う
！
子
ど
も

た
ち
の
つ
ぶ
や
き
～
」
を
実
践
す
る
た

め
、
今
後
も
大
人
が
子
ど
も
た
ち
と
積

極
的
に
か
か
わ
り
、
地
域
み
ん
な
の
手

で
子
育
て
を
行
っ
て
い
く
大
会
宣
言
を

採
択
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会

「
褒
め
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
よ
び
か
け
る

オリジナルの衣装で講演する
ＮＨＫ山形の柴田徹アナウンサー

講演する
金澤和子氏

16広報あさひまち  8月号



　「朝日町史・上下巻」を教材に、町の歴
史や文化を学習します。町の歴史に少しで
も興味のある方はぜひご参加いただき、そ
の輪をどんどん広げていきましょう。

▼開催日・内容・講師　下表の通り
▼時間　午後７時 30 分～９時 00 分
▼会場　創遊館会議室
▼募集人数　　一般成人　30 人
▼受講料　　無料

▼教材　朝日町史　上下巻（持っていなく
　　　　ても結構です）※町史は近江屋、
　　　　教育文化課で取扱い中。
▼受講申込　８月 30 日（木）まで、創遊
館内教育文化課へ氏名、住所、電話番号を
お知らせください。定員になり次第受付を
終了します。お早めに申込みください。
▼企画協力　　朝日郷土史研究会
▼主催・問合せ先　朝日町立中央公民館

（創遊館内：教育文化課☎６７－２１１８）

開催日 演題 講師
　第１回
　９月６日（木）

「室町～戦国期の朝日町」（仮）
田宮浩氏

（河北町立谷地西部小学校教諭）
　第２回
　９月 20 日（木）

「最上氏の侵攻と朝日町」（仮）
伊藤　清郎　氏

（山形大学地域教育文化学部教授）
　第３回
　９月 27 日（木）

「朝日町における中世の宗教と文化」（仮）
北畠　教爾　氏

（西村山地域史研究会顧問）
　第４回
　10 月 11 日（木）

「幕藩制の成立と朝日町」（仮）
金山　耕三　氏

（西村山地域史研究会副会長）
　第５回
　10 月 18 日（木）

「朝日町における朱印地の村」（仮） 堀　敬太郎　氏（風和会会長）

今
年
も
開
催
！
朝
日
町
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室

町政スポット

　県消防協会西村山支部の消防操法大会が８月５

日大江町で行われました。

　朝日町からは、自動車ポンプ操法の部に第３分

団第１部（大谷／大谷久則部長）が、小型ポンプ

操法の部に第１分団第１部（宮宿・助ノ巻・西原・

雪谷／峯田重幸部長）が出場。両部ともに堂々た

る操法技術を披露し、第 1 分団第１部が同部門で

準優勝したほか、第 3 分団第 1 部も優良賞を獲得

しました。

消
防
協
会
西
村
山
支
部
消
防
操
法
大
会

■自動車ポンプの部
第３分団第１部

指揮者　和田哲生（大谷四）
１番員　長岡雄一（大谷五）
２番員　白田憲彦（大谷三）
３番員　川村良太（大谷二）
4 番員　鈴木弘樹（大谷三）
補　欠　清野　仁（大谷五）
補　欠　大谷順一（大谷五）

■小型ポンプの部
第１分団第１部

指揮者　布施昭信（助ノ巻）
１番員　鈴木俊吾（助ノ巻）
２番員　鈴木正直（西町）
３番員　鈴木正徳（助ノ巻）
補　欠　佐竹正敏（西町）
補　欠　鈴木　聡（本町）

第３分団第１部の出場メンバー

第１分団第１部の出場メンバー
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　CD でクラシック音楽を楽しむ「カンパニュ
ラの会（市川茂代表＝写真）」の特別企画が 7
月 15 日、和合平のりんご園地で開催され、約
30 人が参加しました。
　今回の企画は「大朝日岳を望むことができ
る絶好のロケーションで、（作曲者のシュトラ
ウスが自らの登山体験をもとに作った）アル
プス交響詩を聴こう」というもので、会場となっ
たのは、チェ・ジョンパルさん（沼向）の園地。
園地内にあるログハウス風建物の屋根を、音
楽ホールの天井反射板代わりに活用しました。
あいにくの雨模様となりましたが、曲目ごとに
市川さんの解説もあり、参加者は日ごろあまり
機会のない屋外での音楽鑑賞を楽しみました。

　７月 31日、あさひ保育園の園児が園内にあ
る畑でジャガイモの掘り起こし作業を体験し
ました。
　これは、昨年発足した「JA 寒河江西村山青
年部朝日支部（堀吉和代表／ 13 人）」の食育
教室として行われたもの。５月の植え付けと
今回の収穫を通じて、農作物や食に関する興
味・関心を高めようというものです。
　畑の中からジャガイモを見つけ出すたびに、
大喜びする園児たち。堀代表は「野菜がどう
やって育っているのか知らない子どもも多い
と思います。活動を通じて、食べ物を大事に
する気持ちが育ってくれれば幸いです」と話
していました。

渓
流
魚
を
つ
か
み
ど
り　

第
30
回
朝
日
川
渓
流
ま
つ
り

　８月５日、第 30 回朝日川渓流まつりが朝日
川河川公園（立木）で開催されました。
　この日のために放流されたのはイワナ・ヤ
マメ・ニジマスなど約 7000 匹。朝日川をそ
のまま利用して作られた約 300 ｍの会場で、
参加者は腰まで浸かりながら石の下に潜む魚
を探し出し、つかみどりに挑戦しました。
　最高気温はこの日まで９日連続となる 35 度
以上（猛暑日）を記録（山形市）。連日の暑さ
も手伝ってか、グループや家族連れなど、過
去最高となる約 1600 人が訪れ、朝日町の大
自然を満喫しました。
　会場内には獲った魚をその場で調理する
コーナーも設けられ、参加者がさっそく塩焼
きにしてかぶりついていました。

　ホームページに写真

８
５

７７
1531

食
育
教
室
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫　
あ
さ
ひ
保
育
園

り
ん
ご
園
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
観
賞　
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
の
会
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「　ホームページに写真」の表記があるものは、町ホームページの「まちの写真館」コーナーで、多くの写真を紹介しています。ぜひご覧ください。

震
災
復
興
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
ラ
マ
と
ラ
イ
ブ

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
研
修
会

　県村山地域の観光ボランティアガイド 16 団
体、469 人で構成する「やまがた地域ボラン
ティアガイド協議会」の研修会が 7 月 14 日、
当町を会場に開催され、42 人が参加しました。
　参加者は、椹平の棚田・玉ノ井カヌーランド・
大沼の浮島をめぐるＡコースと、空気神社・ハ
チ蜜の森キャンドル・朝日町ワインなどをめぐ
るＢコースの２コースに分かれて町内を見学。
当町の観光ボランティア「朝日町エコミュージ
アム案内人の会（宮本建一会長）」の会員など
がそれぞれの見どころを紹介しました。
　ある参加者は「詳しい説明があると、やっ
ぱり魅力が伝わります。ガイドされる側になる
ことで勉強になりました」と話していました。

　７月 11日、朝日中生徒会の役員 17 人が山
形銀行宮宿支店を訪れ、ボランティア活動で
集めたペットボトルキャップを届けました。
　３年前から東北芸工大と共同で、「エコ
キャップ推進運動」を実施している同行。回
収したキャップは、NPO 法人を通じ、発展途
上国の子どもたちのポリオワクチン費用に充
てられています。
　この日託したキャップは約２年間で集めた
130kg 分相当。生徒会長の伊藤華さん（大町）
は、「こうしたボランティア活動を通じて多く
の仲間に思いやりの心が広がればいいですね。
今年は、被災地へ手紙やふれあい荘での合唱
なども行う予定です」と話していました。

　東日本大震災からの復興をテーマにした
ド キ ュ メン タリード ラ マ の「Kesennuma 
Voices」の上映会とライブが７月 28 日創遊館
で開催され、150 人が来場しました。
　ドラマは気仙沼市が舞台で町と長年交流の
ある気仙沼市（旧本吉町）の現状を伝えると
ともに復興を応援しようと西部公民館が企画。
映画上映の後には、主題歌を歌う同市在住の
シンガーソングライター熊谷育美さんが歌声を
披露しました。
　イベント後には、西五百川小６年生の阿部み
ちるさん（松程・左）と鈴木彩花さん（西船渡・右）
が熊谷さんに同小５・６年生による寄せ書きを
贈呈。復興を応援するメッセージを送りました。

紅
花
染
め
を
楽
し
む　
西
部
公
民
館「
楽
笑
楽
生
こ
う
ざ
」

　紅花で染色を楽しむ講座が８月５日西部公
民館で開催され、13 人が参加しました。
　県工業技術センター（山形市）の元特産部
長で、現在は染物工房「にじ」の代表を務め
る鈴木元信氏（米沢市）が講師。シルクストー
ルと綿のハンカチの染色を楽しみました。
　参加者に特に好評だったのがハンカチ。藍
で絞り模様がつけられたハンカチを紅花の染
色液に浸すと、絞りの白い部分が鮮やかなピ
ンク色に変化。参加者の多くがその美しさに
感激していました。参加した海野京子さん（西
船渡）は「紅花と藍のコントラストはどこにも
ない美しさ。一生の宝物です」と出来栄えに
大満足の様子でした。

８

７

７

７

５

14

28

11
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
費
用
に
…　

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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▼
白
鷹
町
に
は
ど
う
い
っ

た
縁
で
？

　

専
門
学
校
時
代
の
友
人

が
住
ん
で
い
る
た
め
で
す
。

　

私
は
も
と
も
と
仙
台
市

出
身
で
、
結
婚
後
妻
の
実

家
の
あ
る
浪
江
町
に
移
り

住
み
ま
し
た
。

　

震
災
で
は
、
津
波
被
害

は
免
れ
た
も
の
の
、
自
宅
は

原
発
か
ら
約
８
キ
ロ
の
警

戒
区
域
内
に
あ
り
、
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
は
避
難
所
を

転
々
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
は
活
発
な
余
震
も
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
日

お
び
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
日
々
に
限
界
を
感
じ

昨
年
４
月
下
旬
、
移
住
を

決
め
ま
し
た
。

▼
も
と
も
と
の
仕
事
は
建

設
業
だ
と
か
…

　

浪
江
町
で
は
、
建
設
業

と
美
理
容
を
柱
と
す
る
会

社
の
役
員
を
務
め
て
い
て
、

私
は
建
設
業
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。

　

震
災
後
は
会
社
が
十
分

に
機
能
し
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
家
族
を
白
鷹
町

に
残
し
、
私
は
気
仙
沼
市
、

石
巻
市
な
ど
で
ガ
レ
キ
の

撤
去
作
業
に
従
事
し
ま
し

た
。
重
機
操
作
は
得
意
で

し
た
の
で
、
現
地
で
は
重
宝

さ
れ
ま
し
た
が
、
家
族
と

離
れ
離
れ
の
生
活
が
ネ
ッ

ク
で
今
年
３
月
、
白
鷹
町

に
戻
り
ま
し
た
。

▼
農
業
を
志
し
た
理
由
は
？

　

建
設
業
の
私
に
対
し
、

妻
の
両
親
は
稲
作
農
家
。

田
植
え
や
稲
刈
り
の
時
期

と
な
る
と
家
族
総
出
で
田

ん
ぼ
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
。
仙
台
の
街
中
で
育
っ
た

自
分
と
し
て
は
、
そ
う
し

た
雰
囲
気
が
と
て
も
新
鮮

で
、
浪
江
で
も
い
ず
れ
は

農
業
を
す
る
つ
も
り
で
い

た
ん
で
す
。
こ
う
し
た
思
い

は
白
鷹
町
に
来
て
か
ら
も

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
果
樹
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　

あ
る
日
ワ
イ
ン
城
か
ら

南
に
県
道
（
長
井
大
江
線
）

を
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
最

上
川
と
り
ん
ご
の
木
々
が

織
り
成
す
景
観
に
と
て
も

心
が
ひ
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

と
き
、
直
感
的
に
「
こ
の

町
で
り
ん
ご
を
作
り
た
い
」

と
思
っ
た
ん
で
す
。
今
年
の

４
月
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
す
ぐ
に
県
の
「
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
足

を
運
び
、
そ
こ
で
紹
介
さ
れ

た
研
修
先
が
阿
部
為
吉
さ

ん
（
町
内
常
盤
）。
す
ぐ
に

受
講
を
決
め
、
５
月
か
ら

り
ん
ご
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

果
樹
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

教
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
は
白

鷹
町
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。

▼
研
修
後
３
ヵ
月
で
す
ね
…

　

体
力
を
要
す
る
農
業
は
、

建
設
業
に
近
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
相
手
は

重
機
で
は
な
く
植
物
。
力

強
さ
の
中
に
繊
細
さ
も
必

要
と
感
じ
ま
す
ね
。

　

師
匠
の
阿
部
さ
ん
は
、
こ

ち
ら
が
求
め
る
こ
と
に
対

し
、
何
で
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
く
れ
ま
す
。
興
味
の

あ
る
作
物
の
畑
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
り
、
そ
れ
ら

を
栽
培
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
紹
介
し
て
く
れ
た
り

…
。
い
い
人
と
出
会
え
ま
し

た
。
ま
た
、
新
規
就
農
者

に
対
す
る
町
の
手
厚
い
支

援
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
早
く
秋
を
迎
え
て

収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
た

い
で
す
ね
。

▼
今
後
の
目
標
は
？

　　

被
災
者
の
多
く
は
現
在
、

補
償
仮
払
い
金
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

最
終
的
な
内
容
が
正
式
に

決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
多

く
の
人
々
が
将
来
設
計
を

立
て
ら
れ
ず
に
い
ま
す
。

　

被
災
者
が
ふ
る
さ
と
を

離
れ
て
新
規
就
農
す
る
、

私
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
本

当
に
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
農
業
を
し
っ
か
り

軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
、
同

じ
境
遇
の
人
た
ち
の
背
中

を
押
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

今
は
妻
の
両
親
も
私
た

ち
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま

す
。
研
修
は
来
年
３
月
ま

で
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

後
は
早
く
一
人
前
に
な
り
、

以
前
の
よ
う
に
家
族
み
ん

な
で
に
ぎ
や
か
に
農
業
が

で
き
れ
ば
幸
せ
で
す
。

　東日本大震災と福島第一原発の事故により、福島・宮城
の両県などの被災地から他県に対し、数多くの人が避難し
ています。その数は 34 万人以上といわれ、そのうち山形県
内には１万 2461 人が暮らしています（7 月 19 日午後 5 時
現在、県まとめ）。被災者の多くは、政府や東京電力からの
補償仮払金によって生計を立てていますが、正式な補償内
容が決まらない現段階では、生活再建に向けた将来設計が
立てにくい状況になっています。
　このように多くの被災者が将来について不安を抱える中、
果樹農家を志し、今年 5 月から朝日町で研修を積んでいる
のが、浅野勇太さん（36）。奥さんと 3 人の子どもとともに
昨年 4 月、福島県浪江町から白鷹町に避難してきました。
　もともとの仕事は建設業という浅野さん。見知らぬ土地
で新規就農することになった理由などについて伺いました。

師匠の阿部為吉さんとプラム（スモモ）の出荷

浅野 勇太さん  ( 白鷹町）

福島県浪江町から白鷹町に避難し、朝日町で果樹栽培を学ぶ
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(247)

広
報
委
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　

私
的
あ
さ
ひ
ま
ち
生
活
町
広
報
委
員
が
仕
事
や
趣
味
、
家
庭
な
ど
を
通
じ
て
垣
間

見
え
る
朝
日
町
の
姿
や
日
常
の
思
い
を
自
由
に
綴
り
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
真
っ
盛

り
。
カ
ブ
ト
ム
シ
や
セ
ミ
を
つ
か
ま

え
た
り
、
庭
の
野
菜
を
か
じ
っ
た
り
、

時
に
は
川
原
で
水
遊
び
に
興
じ
た

り
。
親
が
共
働
き
で
な
か
な
か
遠
出

は
難
し
い
が
、
日
常
的
に
自
然
に
触

れ
合
え
る
朝
日
町
の
環
境
の
お
か
げ

で
、
夏
を
満
喫
中
だ
。

　

外
遊
び
も
好
き
な
子
ど
も
た
ち
だ

が
、
家
の
中
で
遊
ぶ
時
間
も
増
え
て

い
る
。
涼
し
い
部
屋
で
、
ゲ
ー
ム
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
夢
中
に
な
る
時

間
も
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
で
、
ど
こ
に
い
て
も
世
界
中
の
情

報
を
得
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
家

に
い
な
が
ら
旅
行
気
分
で
世
界
の
名

所
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
各
所

の
花
火
大
会
も
見
ら
れ
る
。
世
界
最

大
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
蛍
光
色
の
魚
な

ど
日
本
に
い
な
い
生
物
だ
っ
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

け
れ
ど
、
ど
ん
な
に
見
え
る
世
界

が
広
が
っ
て
も
、
そ
こ
に
夏
は
な
い
。

　

も
ぎ
た
て
の
ト
マ
ト
の
甘
さ
。
ク

ワ
ガ
タ
ム
シ
に
挟
ま
れ
た
指
の
痛

み
。
じ
り
じ
り
と
焼
け
つ
く
太
陽
の

下
、
川
に
入
っ
た
時
の
爽
快
感
。
五

感
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
染
み
込
ん
で
く

る
感
覚
に
刺
激
さ
れ
、
私
た
ち
は
本

当
に
夏
を
実
感
す
る
。

　

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
感

じ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
人
生
は
、
感

じ
て
心
が
震
え
る
「
感
動
」
の
積
み

重
ね
だ
。
残
り
少
な
い
夏
休
み
、
画

像
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
本
物
の
夏

を
親
子
で
た
く
さ
ん
感
じ
た
い
。

（
秋
桜
）

「
本
物
の
夏
」

ー各種大会の成績ー
■平成 24 年度山形県中学校総合体
育大会（７月21日～ 22日／最上地方）

▽剣道競技　第３位　男子団体
　　　　　　　→東北大会出場

町
立
図
書
館

今
月
の
お
す
す
め
本

「
雪
ま
ん
ま
」　あ

べ   

美
佳　

著

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
。
震
災

直
後
の
避
難
所
で
の
炊
き
出
し
を

き
っ
か
け
に
、
米
作
り
に
生
き
る

と
決
断
し
、
人
生
を
歩
み
始
め
た

女
性
を
描
く
、
東
北
そ
し
て
日
本

の
未
来
へ
の
応
援
歌
。
新
し
い
農

業
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小

説
。
尾
花
沢
市
生
ま
れ
。

「
地
獄　

絵
本
」

白
仁   

成
昭  

ほ
か  

構
成

　
「
生
命
を
そ
ま
つ
に
す
る

な
」
ー
。
死
ん
だ
五
平
が
生
き
返

り
、
見
て
き
た
地
獄
の
恐
ろ
し
さ

を
語
る
。「
死
の
こ
わ
さ
」
に
つ

い
て
学
習
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
絵
本
。
千
葉
県
安
房
郡
三
芳
村

延
命
寺
所
蔵
。
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宮
宿
大
町
地
内
の
左
記
の
交

差
点
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

西
か
ら
東
へ
の
見
通
し
が
特
に
悪

く
、
歩
行
者
・
車
に
関
係
な
く
、
危

険
を
感
じ
て
い
る
人
が
数
多
く
い
ま

す
。
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
検
討
願
い
ま
す
。

【「
宮
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
一
人
」
さ
ん
】

ご
指
摘
の
交
差
点
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
、
こ
の
ほ
ど

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
ほ
か
、
２
箇
所

に
注
意
を
呼
び
か
け
る
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
交
通
安
全
の
大
前
提
は

「
し
っ
か
り
止
ま
っ
て
、
は
っ
き
り
確

認
」で
す
。こ
れ
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
総
務
課
防
災
係
】

問

答

大
町
地
内
の
交
差
点
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を

国道 287 号

ミネタ農機さん当該交差点
コメリさん

宮宿小学校

船橋商店さん蔵のひろば

このほど設置されたカーブミラー（左）と、注意をよびかける看板（右）

　

ス
ポ
ー
ツ
は
素
晴
ら
し
い
。
な
ぜ

ス
ポ
ー
ツ
は
感
動
を
与
え
て
く
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
は
私
た
ち

に
様
々
な
刺
激
・
学
習
・
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。人
生
の
縮
図
で
あ
り
、

生
き
方
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

七
月
二
十
七
日
開
幕
し
た
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
四
日
目
の
柔
道
女
子

五
十
七
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
松
本
薫
選
手
。
彼
女
の
鬼
気
迫

る
表
情
を
見
た
瞬
間
、
得
も
言
わ
れ

ぬ
感
情
が
私
の
血
管
の
中
を
通
り
過

ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
強
烈
に
闘
志
満
々
の
表

情
を
そ
の
顔
に
表
し
た
女
子
選
手
が

今
ま
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
と
、
自
分
の

記
憶
を
手
繰
り
寄
せ
て
み
て
も
、
な

か
な
か
浮
か
ん
で
は
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、そ
の
表
情
を
見
た
瞬
間
、

こ
の
人
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
だ

ろ
う
と
何
の
疑
い
も
無
く
確
信
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。　

　

人
の
顔
・
表
情
は
、
そ
の
人
の
心
を

映
す
鏡
で
あ
り
ま
す
。
心
の
ど
こ
か

に
心
配
事
や
悩
み
事
が
あ
る
と
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
顔
や
言
葉
の

抑
揚
、
そ
し
て
表
情
に
表
れ
て
し
ま

う
も
の
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
松
本
選
手
の
こ

れ
ほ
ど
強
靭
な
精
神
は
一
体
ど
こ
か
ら

生
ま
れ
て
来
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
自
信

や
信
念
は
一
朝
一
夕
に
し
て
な
る
も
の

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
練
習

や
日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て

初
め
て
真
の
自
信
と
強
靭
な
精
神
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　

分
か
っ
て
は
い
る
が
な
か
な
か
で

き
な
い
の
も
人
間
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
を
や
り
遂
げ
る
人
間
の

強
さ
を
、
松
本
選
手
の
鬼
気
迫
る
表

情
に
見
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

町長歳時記

（78）

みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などお待ちしています。
なお、無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

　■あて先／〒 990 － 1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係
　　　　　　　　　　　　（電話：67 － 2112　ﾌｧｯｸｽ：67 － 2117）
　■メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

町民の

声

人
間
の
顔

や
り
遂
げ
る
人
間
の
強
さ
の
証
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区　名 　　出生児氏名 　性別　　保護者名
西船渡　　宮　本　知

ち

　里
さと

　女　哲朗・みづえ

すこやかに

戸籍の
まど ■平成24年(2012年)

　７月１日～７月31日届出

やすらかに

区　名　　　死亡者氏名　　　世帯主名

川　通　　志　藤　みつゑ　　忠　勝
沼　向　　　　井　定　光　　本　人
大谷四　　鈴　木　み　を　　征　司
舟　渡　　五十嵐　一　郎　　忠　一
舟　渡　　堀　　　喜惠子　　久　雄
大　滝　　齋　藤　和　恵　　順　子

　7 月中旬、五十嵐安男さん（舟渡）のお宅でジャ

ガイモの茎にトマトのような実（写真）ができ、

近所の話題になりました。町広報が取材し、後

日、野菜の栽培に詳しい方に話を聞いたところ、

次のように解説していただきました。

　「これはジャガイモの『実』だな。私たちが

いつも食べているジャガイモは『実』ではなく、

地下茎が栄養分を蓄えて大きくなったものなん

だ。トマトとジャガイモは植物学上、同じ「ナ

ス科」に分類され、ジャガイモもこうしてトマ

トのような実をつけることがあるんだよ。

　このジャガイモは『キタアカリ』と言ったね。

もともと北海道で生まれた品種だから、寒さの

中でも遺伝子を残そうと、実をつけやすい品種

なんじゃないかな。ジャガイモなどは地下茎（イ

モ）自体でも繁殖できるけど、種子のほうが厳

しい気象条件に強いということだね。今年の場

合、６月までは涼しい天気が続いたから植物の

本能として実をつけたんだろう…」

　皆さんの周りでも珍しい現象、動植物の情報

がありましたら広報担当（☎６７－２１１２）へ

ぜひご一報ください。取材にお伺いします。

　ホームページに写真

珍
百
景　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ら
ト
マ
ト
（
？
）

情報を提供してくれた
五十嵐安男さん夫妻



●平成24年7月31日現在

--------７月中の異動--------
出　生　　１人　転　入　１２人
死　亡　　７人　転　出　１３人

人口と世帯数
人口 男 女 合計

日本人 3,882 人 3,951 人 7,833 人

外国人 9 人 56 人 65 人

合　計 3,891 人 4,007 人 7,898 人

前月比 （－１） （－６） （－７）

世帯数 2,488 世帯

前月比 （－１）

※今年 7 月９日付で住民基本台帳法が改正され、外国人
方々も日本国民と同じように住民基本台帳に登録される
ようになりました。これに伴い、本コーナーの様式も一部
変更しています。（市町村が山形県への報告する際の様式
に基づき、表記しています）

中沢地内にイベント PR 用看板を設置
　町はこのほど、町内イベントのＰＲ強化を目的に、中沢地内に新

たな看板を設置しました。

　対象となるイベントは、朝日町を代表するイベントである「空気

まつり」「渓流まつり」「ワインまつり」「産業まつり」。いずれも開

催の約１ヵ月頃前から設置し、車で行き交う人々にＰＲします。
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ふるさとの山と川で
ふるさとへの愛着を

　
８
月
号
は
１
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の
中
で
も
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別
な

号
。
発
行
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通
常
（
16
日
）
よ
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お
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と
な
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た
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で

す
。
今
年
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曜
日
の
関
係
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ら
に
早

ま
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、10
日
。
い
つ
も
よ
り
６
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、

目
が
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程
で
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た
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し
か
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と
言
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つ
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覧
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た
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お
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中
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く
の
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家
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や
ご
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お
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思
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佐
久
間
　
淳

旅旅のの

観光協会だより

コ
コロ
コ
コロ

by 町観光協会
観光振興推進員
後藤匡利

朝日町

❶
❷

❸

❹

❺
❻

①～⑥の市町村は？

　朝日町はいくつの市町と接しているか
ご存知ですか。答えは大江町、白鷹町、
山辺町、西川町、小国町、長井市の６市
町です。私が朝日町に来て１年４カ月。町
のことに関しては、ある程度覚えましたが、
正直、「お隣さん」のことはまだまだです。
　観光は一つの町や市だけで完結するわ
けではなく、関係機関も広いエリアで協
力することが大切です。朝日町近隣では、
４年前に「白鷹・朝日・大江広域観光推

進協議会」が、今年の春には、西村山地
域の１市４町による「やまがたどまんなか
探訪プロジェクト会議」が設立されまし
た。
　朝日町以外の質問については、インター
ネットで確認したり、当該市町の観光案
内所等を紹介したりしています。今後は
私自身、「お隣さん」のことを勉強すると
ともに、「お隣さん」にも朝日町のことを
知っていただくよう努めたいと思います。

　このほど、「町の生活文化コレクション」
として、朝日町最後の現役機織り技術者で
ある阿部知子さん（常盤）から、「あかだ織り」
など 5 本の反物と展示ケースが町に寄贈さ
れました。
　「あかだ」とは、置賜地方及び町西部地
区に残る方言で、「あかそ」のことをいいま
す。この「あかそ」とは、江戸時代に町の
主要産物の一つであった青苧（あおそ）と
同種の植物ですが、葉や茎が赤みを帯びて
いることから、こう呼ばれるようになりまし
た。ただし、青苧と違い、繊維が短く織物
には適さなかったことから、国内でもわずか

に新潟県や福井県の一部で粗布などに利用
されただけでした。
　寄贈された「あかだ織り」は、昭和の初
め頃に立木地区の女性がつむいだ糸を使っ
て、数年前に阿部さんが３年がかりで織り
上げたもの。扱いにくい糸だけに、織り方を
かなり工夫したそうです。
　専門家から「国内でも唯一かもしれない」
と言われるほどの珍しい織物。養蚕や織物
が暮らしの中に定着していた明治期から昭
和初期にかけての朝日町を物語る貴重な資
料と言えます。

朝日町最後の現役機織り技術者　阿部知子さん（常盤）

「あかだ織り」などの反物を寄贈

寄贈された「あかだ織」の反物

あかだ織りなどの寄贈品は、創遊館内に常設
展示されています。ぜひ一度ご覧ください。

「お隣さん」を知り、そして知っていただく
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